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１ 学習の到達目標等 

 

２ 学習計画及び評価方法等 

学 

 

 

期 

  

 

 

 

学習内容 

 

 

(知識を深める●  発展○ ) 

月 学習のねらい 

備 考 

１ 学習活動の特

記事項，他教科・

総合的な学習の

時間・特別活動

等と関連等 

 

２ 副教材の使用

など 

考

査

範

囲

 

評価の観点 

のポイント 

関
心
・
意
欲
・
態
度 

思
考
・
判
断
・
表
現 

観
察
・
実
験
の
技
能 

知

識

・

理
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１ 

 

 

 

学 

 

 

 

期 

１編 生命現象と物質 

 

１章 生体物質と細胞 

 

 

1節 生物の体をつくる細胞とそ

の構造 

 

 

 

観察実験１「細胞の構造の観察」 

 

●真核細胞内に含まれる構造体

を分ける方法 

●細胞膜での水の移動 

 

2節 真核細胞内の構造とそのは

たらき 

 

 

 

２章 生命現象を支えるタンパ

ク質 

 

 

1節 タンパク質の構造とはたら

き 

●タンパク質の修飾とはたらき 

●タンパク質の立体構造の形成

と立体構造の異常による病気 

 

2節 酵素としてはたらくタンパ

ク質 

●酵素がはたらくことで反応が

進みやすくなるのはなぜか 

 

観察実験２「カタラーゼがはたら

く条件を調べる」 

●洗剤に利用される酵素 

●生体内ではたらく酵素にはど

のようなものがあるか 

●酵素反応を阻害する物質 

●フィードバック調節に関係す

る酵素 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・細胞は，どのような成分によって構成されているのだろうか。

細胞の構造とはたらきについて学習する。 

 

・細胞は，水や，タンパク質，脂質，炭水化物，核酸などの成分

によって構成されている。真核細胞と原核細胞が共通にもつ細

胞膜は生体膜と呼ばれ，膜内外の物質の拡散を防ぐはたらきな

どをもつ。 

 

・身のまわりの動物や植物の細胞のうち，細胞に動きのあるもの

を観察する。 

 

 

 

 

・真核細胞の内には，遺伝情報やエネルギーの変換，タンパク質

の合成，細胞の形の維持や貯蔵，細胞分裂などにかかわる構造

体がある。さまざまな構造体が協調して相互にかかわり合いな

がらはたらいている。 

 

・タンパク質は，生体内においてどのようなはたらきをしている

のだろうか。生命現象を支えるタンパク質の構造やはたらきに

ついて学習する。 

 

・タンパク質は，アミノ酸がペプチド結合したもので，立体構造

を形成して特有のはたらきをもつ。タンパク質の立体構造が変

化して本来のはたらきを失うことを変性という。 

 

・酵素には，特定の基質のみと結合する基質特異性がみられる。

また，酵素には最適温度や最適pHがあり，高温や極端なpHなど

の条件下では，酵素の本体であるタンパク質が変性して失活す

る。活性をもつために，補酵素が必要な酵素もある。 

 

・ブタのレバー（肝臓）に含まれるカタラーゼ（酵素）がはたら

く条件を調べ，無機触媒のはたらき方と比較する。 
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学習の到達目標 １ 「生物基礎」との関連を図りながら，生物や生物現象をさらに広範囲に取り扱い，生物学的に探究する能力と態度を

身に付けさせる。 

２ 生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深めさせ，科学的な自然観を育てる。 

３ 観察・実験を通して自然を科学的に探究する能力を育てる。さらに，実験に対する目的，仮説，準備，方法，結果，

考察，発展という手順に従ったレポートを作成する能力を育てる。 

４ 命の営みを学習することで生命に対する畏敬の念を育て，生命を尊重する精神を養う。 

使用教科書・副教材等 東京書籍「スタンダード生物」(生物307)  

準拠問題集『ニューサポート スタンダード生物』 



 

 

3節 輸送や情報伝達にかかわる

タンパク質 

 

 

 

 

4節 免疫にかかわるタンパク質 

●数千万種類の抗体はどのよう

にしてつくられるのか 

 

5節 細胞接着にかかわるタンパ

ク質 

 

 

 

３章 代謝とエネルギー 

 

 

 

1節 エネルギー変化と化学反応 

●酸化と還元 

 

2節 呼吸 

●解糖系ではどのようにしてATP

がつくられるのか 

●還元型補酵素はどのようにし

てつくられるのだろうか 

 

観察実験３「コハク酸脱水素酵素

の実験」 

 

●食物に由来するさまざまな分

子の呼吸経路 

 

3節 発酵と解糖 

●呼吸と発酵の両方を行う生物 

 

 

観察実験４「アルコール発酵を調

べる実験」 

 

4節 光合成 

 

●光の吸収と色素の関係 

 

 

観察実験５「クロマトグラフィー

による光合成色素の分離実験」 

 

●C4植物とCAM植物ではどのよう

に二酸化炭素を取り込むのだろ

うか 

●光合成細菌と微生物マット 

 

5節 窒素同化と窒素固定 

 

 

 

 

 

観察実験６「グルタミン合成酵素

の阻害実験」 

●呼吸，光合成，化学合成にみら

れる共通点と相違点 

 

探究１「生物の酸素消費と呼吸

商」 
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・細胞膜ではチャネルやポンプ，細胞内ではモータータンパク質

によって物質の輸送が行われている。細胞間での情報は，神経

伝達物質やホルモンなどのリガンドが，細胞内や細胞膜に存在

するタンパク質でできた受容体と結合することよって伝えら

れる。 

 

・免疫にかかわるMHC分子やT細胞受容体，B細胞受容体は，タンパ

ク質からなる。情報伝達物質のサイトカインや抗体としてはた

らく免疫グロブリンもタンパク質からできている。 

 

・細胞接着には，密着結合，固定結合，ギャップ結合がある。さ

らに固定結合には，密着結合，デスモソームによる結合，ヘミ

デスモソームによる結合がある。これらの結合には，細胞膜を

貫通するタンパク質がかかわっている。 

 

・生物の体内では，エネルギーの出入りを伴うさまざまな代謝が

行われている。呼吸や光合成を中心に，代謝反応の流れやしく

みについて学習する。 

 

・同化や異化におけるエネルギーのやりとりはATPによる。同化

に必要なエネルギーは，ATPの加水分解によって供給される。 

 

・呼吸では，呼吸基質の有機物が二酸化炭素と水に分解される。

このとき，解糖系，クエン酸回路，電子伝達系の３つの過程を

通してATPが合成される。呼吸基質によって，呼吸商はそれぞ

れ異なる。 

 

 

・クエン酸回路で，コハク酸脱水素酵素のはたらきを，メチレン

ブルーの色の変化を利用して観察する。 

 

 

 

 

・酸素を用いないATP合成には，アルコール発酵や乳酸発酵，解糖

などがある。酸素を用いないATP合成は，酸素を用いる呼吸に

比べてATP合成の効率がよくない。 

 

・酵母がグルコースをエタノールと二酸化炭素に分解するはたら

きを観察する。 

 

・光合成の第1段階では，光エネルギーによりチラコイドで光化

学反応と電子伝達が起こりATPとNADPHが生成される。第2段階

では，これらを用いて，ストロマのカルビン・ベンソン回路で

CO2が固定され，有機物ができる。 

 

・光合成色素の抽出と分離を行い，どのような色素が存在するか

を観察する。 

 

 

 

 

 

 

・アミノ酸などの有機窒素化合物は，窒素同化により合成される。

窒素同化は，植物では土壌中の無機窒素化合物を根から吸収

し，アミノ酸を合成するが，動物ではほかの生物から食物とし

て取り込んでいる。また，根粒菌などの細菌が行う，大気中の

窒素を窒素化合物に取り込む反応を窒素固定という。 

 

・除草剤には，グルタミン合成酵素を特異的に阻害するグルホシ

ネートという化合物を主成分とするものがある。こうした除草

剤で植物を処理すると，植物体内では窒素同化が妨げられると

同時にアンモニアの蓄積が起こり，最終的に植物は枯死する。

このアンモニアの蓄積のようすを調べる。 
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２編 遺伝子のはたらき 

１章 DNAの構造と複製 

 

1節 DNAの構造と方向性 

 

 

 

 

2節 DNAの複製 

●DNAの材料 

●メセルソンとスタールの実験 

 

 

２章 遺伝情報の発現 

 

 

1節 遺伝情報の流れ 

〇逆転写 

 

 

 

2節 タンパク質の合成の第1段

階～転写～ 

●選択的スプライシング 

〇mRNAの先端と末端はどのよう

に区別されるのだろうか 

3節 タンパク質の合成の第2段

階～翻訳～ 

●遺伝暗号表はどのようにして

つくられたのだろうか 

観察実験７「DNAの塩基配列の解

読」 

 

4節 遺伝情報の変化 

●一遺伝子一酵素説 

●かま状赤血球ヘモグロビンに

おける遺伝情報の変化 

３章 遺伝子の発現調節 

 

 

1節 転写開始の調節 

●代謝産物によって転写が抑制

される原核細胞のオペロンのし

くみ 

〇ヌクレオソームはどのように

してゆるむのか 

●RNAポリメラーゼと基本転写因

子のみで転写が開始されるのか 

2節 遺伝子発現の調節 

 

 

観察実験８「ユスリカの染色体の

同定とパフの位置の探し出し」 

４章 バイオテクノロジー 

 

 

 

1節 目的の遺伝子を増やす 

●制限酵素の名前の由来とその

特徴 

2節 遺伝子の情報を解読する 

●サンガー法とはどのようなし

くみで行われているのだろうか 

●電気泳動法 

●イヌの体の大きさを決める遺

伝子は？ 

●難病の克服に光を当てるゲノ

ムの解析 

3節 遺伝子を細胞内に導入する 

観察実験９「大腸菌を使った遺伝

子組換え実験」 

4節 バイオテクノロジーの課題 

●iPS細胞をつくり出す山中ファ

クター 

〇遺伝子の機能を抑制する方法 

探究２「パン酵母を利用した組換

えDNA実験」 
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・DNAの複製はどのように行われているのだろうか。DNAの構造や

方向性，複製のしくみについて学習する。 

・DNAは，ヌクレオソームを形成して核内に収納されている。DNA

はヌクレオチドという単位の連続でできており，塩基配列によ

って遺伝情報が決められる。DNAは相補性によって二重らせん

構造を形成し，2本鎖はそれぞれ５′末端から３′末端に向か

う逆向きの方向性をもつ。 

・DNAは，2本鎖のそれぞれが鋳型となる半保存的複製というしく

みで正確に複製される。ラギング鎖では，岡崎フラグメントが

つながり新しいDNA鎖が合成される。複製は複製開始点から始

まり，複製時の誤りなどには，DNAポリメラーゼの修復機能が

はたらく。 

・タンパク質の合成は，どのようなしくみで行われているのだろ

うか。また，遺伝情報が変化することはあるのだろうか。遺伝

情報の流れと遺伝情報の変化について学習する。 

・DNAに含まれる遺伝情報はmRNAに転写され，細胞質でリボソー

ムにより翻訳されてタンパク質が合成される。遺伝情報をもと

にタンパク質が合成されることを遺伝子の発現といい，遺伝情

報の一方向の流れの原則をセントラルドグマという。RNAには，

mRNA，ｔRNA，ｒRNAなどの種類がある。 

・タンパク質の合成の第1段階では転写が起こる。真核細胞では，

核内でスプライシングというイントロンを除去する加工が行

われたあと，mRNAとなって核外に出ていく。ふつう，原核細胞

では，イントロンがないのでスプライシングが行われない。 

 

・真核細胞では，mRNA前駆体はスプライシングを経てmRNAとなり，

核膜孔から細胞質基質へ出てタンパク質に翻訳される。一般に

原核細胞ではスプライシングは起こらず，また核がないため，

mRNAは転写とほぼ同時に，同じ場所でタンパク質に翻訳され

る。 

・大腸菌のゲノムの塩基配列の一部から遺伝子を見つけ出し，そ

の塩基配列からタンパク質への転写，翻訳の暗号を読み解く。

また，塩基配列の変化が及ぼす影響について考察する。 

・遺伝情報の変化は，突然変異と呼ばれる。突然変異は，さまざ

まな状況下で生じ，ときとして生存に重大な影響を及ぼすこと

もある。また，同じ種でも，個体間で塩基配列に差異のあるDNA

多型は，医学などの視点で研究が進められている。 

・転写の開始はどのようなしくみで調節されているのだろうか。

また，分化した細胞が特有のタンパク質をもつのはなぜだろう

か。遺伝子発現のしくみと細胞分化について学習する。 

・原核細胞では，リプレッサーとよばれる調節タンパク質がオペ

レーターに結合したり離れたりすることで転写を調節する。真

核細胞では，基本転写因子などの調節タンパク質とRNAポリメ

ラーゼがプロモーターに結合すると，転写が開始される。 

 

 

 

 

・分化した細胞の特有なタンパク質は，選択的遺伝子発現によっ

てつくられる。また，真核細胞では，細胞外の物質によって遺

伝子の転写が誘導されるしくみもある。 

・染色体上のどの部位の遺伝子が発現しているかを観察する。 

 

・バイオテクノロジーとは，どのような技術だろうか。また，バ

イオテクノロジーは，私たちのくらしとどのようなかかわりが

あるのだろうか。バイオテクノロジーの技術と課題について学

習する。 

・目的の遺伝子を切り取るには制限酵素が，DNAにつなぎ合わせ

るにはDNAリガーゼが用いられる。遺伝子の運び手（ベクター）

としてプラスミドがよく使われる。 

・遺伝子の塩基配列を解読するサンガー法などの技術が開発さ

れ，この技術を応用した機器によるゲノム解析がヒト以外の生

物でも行われている。これらの成果は，医療などの分野に有効

であると考えられている。 

 

 

・遺伝子を細胞内に導入する技術は，農作物の生産などにも利用

されつつある。また，GFPと呼ばれるタンパク質は，遺伝子が発

現する場所や時期を特定するのに使用されている。 

・大腸菌に蛍光タンパク質を合成するGFPの遺伝子をもつプラス

ミドを導入し，バイオテクノロジーにおける遺伝子組換えのし

くみを理解する。 

・バイオテクノロジーは，今後も病気の治療などに寄与すると考

えられている。しかし，その技術の実用化については，安全性

や倫理的な問題など，慎重に考えていかなければならない課題

もある。 

 

 

DNAの分子模型を

効果的に用いる 

 

「情報」との関連 
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３編 生殖と発生 

 

１章 多様な個体が生じる有性

生殖 

1節 有性生殖と染色体 

 

 

 

2節 多様性を生じる減数分裂 

 

 

 

観察実験10「植物における減数分

裂の観察」 

3節 遺伝子と染色体 

 

 

 

観察実験11「交配実験のシミュレ

ーション」 

●組換え価と染色体地図 

 

２章 動物の発生 

 

 

1節 精子と卵の形成と融合 

 

 

観察実験12「ウニの配偶子と受精

の観察」 

2節 発生の進み方 

 

観察実験13「ウニの発生の観察」 

 

 

３章 動物の発生のしくみ 

 

1節 動物の体軸と軸形成 

 

2節 胚の細胞の分化と器官形成 

●イモリの胚の結紮実験 

 

 

3節 動物の形を決める遺伝子 

 

 

観察実験14「キイロショウジョウ

バエの胚の観察」 

 

 

 

4節 発生研究の成果と応用 

 

 

 

 

４章 植物の発生 

 

1節 被子植物の生殖と発生 

 

 

 

観察実験15「被子植物の胚や種子

の形成過程の観察」 

2節 花の形態形成のしくみ 

●植物研究におけるシロイヌナ

ズナ 

 

観察実験16「八重咲き植物の花の

構造」 

●Cクラスの遺伝子の欠損と八重

咲きの花 

 

探究３「カエルの発生の観察」 

探究４「花粉管の発芽・成長と精

細胞の観察」 
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・有性生殖では多様な個体が生じるのはなぜだろうか。細胞分裂，

染色体，遺伝子などのさまざまな視点から学習する。 

・遺伝子は，決まった染色体の，遺伝子座と呼ばれる決まった位

置に配置されている。卵や精子などの配偶子は，1組の染色体

のセット(n)を運ぶ。2個の配偶子の接合で生じた配偶子（受精

卵）は，2組の染色体のセット(2n)を受け継ぐ。 

・有性生殖では，減数分裂による相同染色体の分離と乗換えに

より，遺伝的に多様な配偶子がつくられる。そして，多様な

配偶子どうしが接合することで，さらに遺伝的に多様な個体

が生じる。 

・ムラサキツユクサなどの花粉形成時の，減数分裂の過程を観

察する。 

・別々の相同染色体にある独立している遺伝子は互いに干渉せ

ずに配偶子が生じる。同じ染色体にある連鎖している遺伝子

では，一部で組換えが起こり，新しい遺伝子の組み合わせを

もつ配偶子が生じる。 

・連鎖している 2 対の対立遺伝子がどのように配偶子に受け継

がれるかを考えてみよう。 

 

 

・生物が 1 個の細胞である受精卵から成体になる過程を発生と

いう。動物の発生はどのように始まり，どのように進行する

か学習する。 

・精子と卵は始原生殖細胞から生じ，体細胞分裂で数を増やし

たあと，減数分裂を経てできるという共通点がある。受精

は，先体反応や表層反応などが起こることによって進行す

る。 

・動物の卵と精子を観察する。受精の過程を観察する。 

 

・動物の体は，受精卵から出発し，卵割→細胞の移動→3つの胚

葉の形成→分化の過程を経てできていく。 

・受精卵の発生を観察することで，卵割や細胞の分化，形態形

成を観察する。 

 

・動物の発生の過程ではどのようなしくみがはたらいているの

だろうか。両生類や昆虫類の発生のしくみについて学習す

る。 

・多くの動物の体づくりは，体軸の形成から始まる。細胞質決

定因子の極性が情報となり，体軸を決める遺伝子がはたら

く。 

・胚の細胞の分化を促進する要因の１つに誘導がある。近接す

る細胞からのシグナル分子によって，細胞の分化が進む。さ

まざまな領域が形成体としてはたらく誘導の連鎖が起こり，

複雑な器官が形成される。 

・動物の区分けごとの形は，頭尾軸に沿って場所ごとに異なる

ホックス遺伝子がはたらくことで，それぞれの場所に特徴的

な構造が形成される。 

・ショウジョウバエの胚では，発生が進むと表皮にクチクラと

いう硬い層ができる。胚（幼虫）の体節の表皮には，それぞ

れに特徴的な構造があり，どの体節かを示す目印になってい

る。クチクラ標本を作製して胚（幼虫）の形態を顕微鏡で観

察してみよう。 

・発生の研究で得られた ES 細胞や iPS 細胞などの知見は，再生

医療などへの応用が期待されている。その一方で，倫理的な

問題や安全性の確保のため，さらに研究を進めることが求め

られている。 

 

・動物の発生のしくみと比較しながら，被子植物の生殖と発

生・分化について，その特徴やしくみを学習する。 

・被子植物の発生では，動物の発生にみられるような細胞や組

織の移動はみられず，体細胞分裂や細胞の成長の方向によっ

て体が形成される。茎頂分裂組織や根端分裂組織が，生涯を

通じて器官形成を担っている。 

・受精しためしべの子房を用意し，被子植物の胚や種子の形成

過程を観察してみよう。 

・花のつくりは植物で共通しており，その形態は 3 つのクラス

の調節遺伝子のはたらきによって形成される。動物のホック

ス遺伝子と同様に，これらの調節遺伝子の種類と組み合わせ

が，花の形態的な特徴を決めている。 

・園芸用の八重咲の品種と八重咲でない品種（あるいは野生の

原種）の花の構造を観察する。 

 

 

 

 

 

 

 

「情報」との関連 
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４編 生物の環境応答 

１章 動物の刺激の受容と反応 

 

 

1節 刺激の受容から反応へ 

 

 

 

2節 興奮の伝導と伝達 

●パッチクランプ法 

●フグ毒 

 

 

3節 光・音・平衡感覚の受容の

しくみ 

●音の高低を聞き分けるしくみ 

●さまざまな感覚と受容器 

 

4節 中枢神経での情報処理 

●脳機能マッピング 

 

 

 

観察実験17「反射の観察」 

 

5節 効果器としての骨格筋 

 

 

 

２章 動物の行動 

 

 

1節 動物の行動をめぐる4つの

「なぜ」 

●生得的行動と習得的行動 

 

2節 動物の行動の例 

 

 

 

観察実験18「カイコガのフェロ

モンに対する行動」 

●コウモリの反響定位とヤガの

捕食回避行動 

●古典的条件付け～マウスの恐

怖の学習～ 

３章 植物の環境応答 

 

 

1節 植物の一生にかかわる環境

応答 

 

 

 

2節 環境要因による発芽の調節 

 

 

 

3節 栄養成長の調節 

●幼葉鞘を使った光屈性の研究 

●植物ホルモンと植物細胞の分

化 

 

4節 気孔の開閉の調節 

●青色光によって孔辺細胞の浸

透圧が上昇するしくみ 

 

 

5節 花芽形成の調節 

●熟しにくいトマトをつくる 

●植物ホルモンの農業への利用 

 

6節 葉の老化の調節と紅葉・落

葉のしくみ 

 

観察実験19「エチレンによる落
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・動物は，光や音などの刺激を手がかりにして，獲物や外敵の存

在などの情報を得ている。情報を処理して正確ですばやい反応

を引き起こすしくみについて学習する。 

・外界からの刺激は，眼，耳，鼻などの受容器で受容される。外

部環境から得られた情報は，ニューロンによって電気信号とし

て伝えられ，中枢神経系から筋肉などの効果器に指令が伝えら

れて反応が起こる。 

・ニューロンで生じる電気信号は，膜電位の変化で生じる。膜電

位が活動電位に変化すると，興奮が生じる。ニューロンの中を

興奮が伝わることを興奮の伝導といい，ニューロンの間を興奮

が伝わることを興奮の伝達という。ニューロンは，閾値以上の

刺激を受けないと興奮しない。 

・光は，網膜にある2種類の視細胞によって，色や明暗の情報とし

て受容され，視神経によって大脳の視覚野に伝えられて視覚が

生じる。音（空気の振動）は，鼓膜を振動させ，うずまき管の

コルチ器の中の基底膜を上下に振動させ，聴細胞が興奮する。

この興奮は，聴神経によって大脳の聴覚野に伝えられ聴覚が生

じる。 

・受容器で感知された刺激は，感覚神経を通って脳や脊髄（中枢

神経）に伝わり，大脳で情報として統合される。大脳以外の脳

は，自律神経の調節や随意運動の統合を行う。また，脊髄は，

延髄や中脳とともに反射の中枢となる。 

・単純な刺激であっても，適刺激であれば，反射が起こる。被験

者や自分の体を使い，反射を観察する。 

・効果器の代表的な器官には骨格筋がある。骨格筋は運動ニュー

ロンから送られた興奮によって収縮する。この筋収縮は，アク

チンフィラメントとミオシンフィラメントの間の滑り運動に

よって起こる。 

・行動とは，生物を含む環境に対して，生物が反応したりはたら

きかけたりする活動である。動物の行動が起こるしくみについ

て学習する。 

・動物の行動を科学的に解明するには，行動のしくみを指すメカ

ニズム，行動が完成されるまでの変化を指す発達，行動の役割

を指す機能，祖先の種からの行動の進化という4つの視点があ

る。 

・動物の行動には定型的運動パターン，走性，反射，学習などが

あり，それらは神経のはたらきによって生じる。刺激を伝える

介在ニューロンの影響によって，これらの行動の組み合わせや

変化が起こる。 

・カイコガのフェロモンに対する行動を観察する。 

 

 

 

 

 

・移動能力をもたない植物は，周囲の環境の変化に応じた発生や

成長などの調節がみられる。植物の一生をたどりながら，植物

の環境応答とそのしくみについて学習する。 

・植物は，その一生のなかで，さまざまな環境の変化を感知し，

発生や成長などを調節している。植物は，環境要因のなかでも

特に重要な光を光受容体によって感知している。植物の発生や

成長などの調節には，植物ホルモンと呼ばれる生理活性物質が

大きな役割を担っている。 

・水，酸素，温度，光などの環境要因は，種子の発芽に影響を与

える。種子の休眠や発芽には，植物ホルモンのアブシシン酸や

ジベレリンが関与しており，光による発芽の調節には光受容体

のフィトクロムが関与している。 

・茎や根の成長は，オーキシンなどの複数の植物ホルモンによっ

て調節されている。植物は光や重力などの刺激に対し，屈性と

呼ばれる屈曲反応を示す。光屈性と重力屈性は，刺激を受ける

側とその反対側とでオーキシンの分布が不均等になり，成長速

度に差が生じることによって起こる。 

・気孔は，水の出入りによって孔辺細胞が変形することで開閉す

る。孔辺細胞での水の出入りは，光や乾燥などの環境要因に対

して調節される。環境に合わせて気孔の開閉が調節されること

で，外界とのガス交換を効率よく行うと同時に，水分が失われ

すぎることを回避している。 

・多くの植物においては，連続した暗期の長短がフィトクロムな

どの光受容体で感知され，花成ホルモンが作用することで花芽

が形成される。こうした光周性と，温度条件による春化のしく

みによって，花芽形成の時期は調節される。 

・葉が役目を終えたり，光合成に不都合な環境を迎えたりすると

葉の老化が始まり，葉から栄養分が回収される。葉の老化が進

むと，エチレンの作用により葉柄の付け根に離層が形成され，

落葉が起こる。 

 

 

 

 

 

 

心理学との関連 

 

「情報」との関連 

 

 

 

 

「情報」との関連 
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葉促進の観察」 

 

7節 ストレスに対する植物の応

答 

 

 

探究５「弱電気魚の電気定位」 

探究６「植物の環境応答の観察 

」 

 

 

 

 

 

 

 

 

・エチレンが葉の葉柄に離層を形成することで，落葉を促進する

ようすを観察する。 

・植物は，過度の乾燥，塩，低温などの環境ストレス，傷害や病

原体の感染によるストレスなどを受けると，ストレスに対する

抵抗性を高めたり，損傷の拡大を防いだりするような応答を示

す。 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 
５編 生態と環境 

１章 生物の多様性と生態学 

 

1節 生物の多様性を守るために 

 

 

２章 個体群と生物群集 

 

 

1節 個体群と環境 

 

 

2節 個体群の構造と成長 

●標識再捕法 

 

 

観察実験20「ウキクサの個体群

の成長の観察」 

●卵の大きさや数が示す，ハナ

カジカの環境への適応 

3節 個体間の相互作用 

 

 

4節 種間の相互作用 

●春植物の競争回避 

●種間の相互作用がプラスまた

はマイナスになるときは？ 

5節 生物群集の成り立ちと多種

の共存 

●資源利用曲線と共存 

観察実験21「河川の流量の変化

が及ぼす藻類の多様性」 

 

 

 

３章 生態系の物質生産とエネ

ルギーの流れ 

1節 食物網と物質生産 

●深海底の生態系 

 

2節 生態系の構造とエネルギー

の流れ 

 

観察実験22「生産構造図の作

成」 

 

４章 生態系と生物多様性 

 

1節 生物多様性とその意味 

●人間活動の変化で増えすぎた

野生動物 

2節 生物多様性を減少させる要

因 

●外来生物を駆除するときの注

意点 

観察実験23「生物の絶滅と模擬

実験」 

 

 

 

 

 

3節 生物多様性の保全と復元 

●生物多様性を守る認証制度 

 

探究７「外来生物についての法

律と外来生物の観察」 
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・生態学とは，どのような学問だろうか。生態学によってどのよ

うなことが明らかになるかについて学習する。 

・生態学は，個体レベルから地球環境までの幅広い現象を対象と

する学問であり，現在のさまざまな環境の問題のしくみを解き

明かし，解決する方法を考えるうえで重要な手段となる。 

・自然界の生物は，同じ種や異なる種とどのような関係をもって

いるのだろうか。多くの種がどのように共存しているかについ

て学習する。 

・個体群とは，ある地域に生息する同じ種の個体のまとまりのこ

とである。生物群集とは，相互作用をもちながら，ある地域に

生活している異なる個体群の集まりのことである。 

・個体群の成長は，栄養分や生活空間の不足などによりS字型成

長を示す。個体群密度の変化は，相変異を引き起こすことがあ

る。また，出生後の子の減少を示した表を生命表といい，それ

をグラフで表したものを生存曲線という。 

・ウキクサの個体群の成長を観察する。ここでは，ウキクサの葉

状体数の増加を個体群の成長と見なす。 

 

 

・同じ種の個体間には群れ，縄張り，順位制，共同繁殖などの関

係がある。これらの関係は，集団の維持のためではなく，個体

の利益のために生じていると考えられる。 

・種間の相互作用には，競争や捕食のような相手に不利益をもた

らすような関係だけでなく，双方に利益をもたらす相利共生と

いう関係もある。また，擬態をもつ被食者は，捕食者から逃れ

やすくなる。 

・多種の共存は，種間競争をいかに回避するかがポイントとなる。

生態的地位の分割，捕食や攪乱による競争に強い種の抑制は，

特に重要なしくみである。 

・河川の流量は渇水期や豪雨のときに大きく変動する。この大き

な流量の変化に伴って，河川の生物の数や種類は増減してい

る。このような流量の変化に伴う攪乱が生物の数や種類に及ぼ

す影響を，川底の石に付着している藻類の観察を通して考えて

みよう。 

・生態系のなかでの有機物の生産やエネルギーの流れに対して，

生物がどのようにかかわっているかについて学習する。 

・生態系のなかでの物質やエネルギーの流れは，食物網を通して

起こっている。生産者によってつくられた有機物は，食物網を

通して，より高次の栄養段階の消費者に受け渡される。 

・生産者の物質収支は，総生産量・純生産量・成長量など，消費

者の物質収支は，同化量，生産量，成長量などでとらえること

ができる。 

・身近な広葉草本型の植物群集とイネ科草本型の植物の生産構造

図をつくる。 

・生物多様性とは何だろうか。生態系のなかでの人間（ヒト）と

ほかの生物とのかかわりについて学習する。 

・生物多様性を考えるときには，種の多様性，遺伝的多様性，生

態系の多様性という3つの視点が重要である。 

 

・生物多様性を減少させる要因は，生息地の面積の減少や分断化

だけでなく，人間活動の変化に伴う，さまざまな要因が関与し

ている。また，いったん個体数が減少すると，個体数が少ない

こと自体が絶滅を加速させる要因となる。 

・雌と雄の１つがいが子を4匹産む生物がおり，親は子を産んだ

のちに死ぬこととする。もし，雌と雄の子が同数産まれ，すべ

ての子がつがいをつくれば，この生物は1世代あたり2倍に増え

る。しかし，偶然，産まれる子がすべて雌であったり雄であっ

たり，つがいが１つもできなかったりすると，この生物は絶滅

してしまう。そこで，碁石をこの生物の個体に見立てて，絶滅

がどれくらいの確率で起こるかを確かめてみよう。 

・生物多様性や生態系を保全するには，生態系の成り立ちや，生

物が減少しにくいしくみを科学的に分析し，生態系を適切に管

理する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「情報」との関連 
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６編 生物の進化と系統 

１章 生命の起源と生物の変遷 

 

 

1節 生命の起源 

●自然発生説を否定する実験 

 

 

2節 地球環境の変化と真核生物

の誕生 

 

 

 

 

3節 生物の変遷 

●新生代の区分 

●顎の進化 

●生物の大量絶滅 

●始祖鳥は現生の鳥類の祖先で

はない？ 

4節 人類の変遷 

 

 

 

観察実験24「脳容積の測定」 

●この絵は誤っているのだろう

か？ 

●私たちの祖先と共存していた

フローレス原人の発見 

 

２章 進化のしくみ 

 

 

1節 進化 

 

2節 生物の個体間の変異とその

起源 

●染色体レベルで起こる突然変

異と遺伝子重複と進化 

3節 遺伝子頻度とその変化のし

くみ 

●ガラパゴスフィンチのくちば

しにはたらいた自然選択 

観察実験25「遺伝的浮動による

遺伝子頻度変化のシミュレーシ

ョン」 

4節 種分化 

 

 

 

３章 生物の系統 

 

1節 生物の系統と系統関係の推

定 

●生物の名前と分類名 

 

2節 生物の世界の3ドメイン 

●五界説 

●私たちの生活に身近な細菌 

 

観察実験26「シダ植物の観察」 

 

探究８「自然選択による進化の

しくみ」 
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・現在，地球上でみられる多種多様な生物は，どのようにして地

球上に誕生し，現在までどのような変遷をたどってきたかにつ

いて学習する。 

・約40億年前の原始地球において，無機物から有機物の合成，代

謝や遺伝を担う物質の獲得，細胞膜の形成などの化学進化を経

て，生命は誕生したと考えられている。生命が誕生した場所は，

海底の熱水噴出孔が有力な候補である。 

・生命が誕生してから約19億年もの間は，嫌気的な環境を利用す

る原核生物の多様化が進んだ。その後，酸素を発生させる光合

成を行うシアノバクテリアの誕生・大繁殖により，海水中の酸

素濃度が上昇した。その環境の変化が，呼吸により効率よくエ

ネルギーを獲得できる真核生物の誕生につながったと考えら

れている。 

・真核生物は，さまざまな環境要因（酸素濃度，気温，乾燥，重

力など）に適応し，進化して多様化をとげた。一方で，三葉虫

や恐竜のように多くの生物が絶滅した。脊椎動物の四肢や種子

植物の種子など，現生の生物がもつ形態は進化の過程でつくら

れた。 

 

・人類は類人猿と異なり，直立二足歩行，横に広い骨盤，小さな

犬歯などの特徴をもつ。人類の進化は直線的なものではなく，

絶滅や多様化を経て，約20万年前のアフリカでヒト（ホモ・サ

ピエンス）の祖先が誕生した。 

・頭の大きさからヒトの脳容積を推定し，人類やほかの哺乳類の

脳容積と比較して，人類の進化について考える。 

 

 

 

 

・進化とは，一般に，生物の形質が世代を経るにつれて変化して

いくことである。進化はどのようなしくみで起こるかについて

学習する。 

・進化とは，1世代内で起こる1個体の変化ではなく，世代を経て

集団に起こる遺伝的な変化と定義される。 

・進化の材料となる遺伝的変異は，生殖細胞に生じた突然変異に

よって起こる。突然変異のなかでも，染色体の乗換えの際に生

じる遺伝子重複は進化に大きな影響を及ぼす。 

 

・進化は自然選択や遺伝的浮動によって生じ，自然選択は適応を

もたらす。分子にみられる変異の多くは中立であり，遺伝的浮

動により固定されることがある。種間のDNAの塩基配列やアミ

ノ酸配列の違いを比較して分子系統樹をつくることができる。 

・遺伝的浮動によって，無性生殖をする生物集団内の遺伝子頻度

がどのように変化するかをシミュレーションする。 

 

・種とは，生殖的隔離を基準に区別される集団を指す。地理的隔

離や突然変異などにより，2つの集団が生殖的に隔離され，種

分化が起こる。種多様化は，共進化や適応放散などによって促

進される。 

・生物が進化してきた道筋を系統という。さまざまな生物にはど

のような系統関係があるのかについて学習する。 

・生物が進化してきた道筋（系統）の推定には，形態や発生様式

も利用されるが，近年はDNAの塩基配列がおもに利用されてい

る。生物の分類体系は，系統関係を反映するようになされてい

る。 

・生物の世界は，細菌，古細菌，真核生物の3つのドメインからな

る。すべての生物が共通してもつDNAの塩基配列を利用した分

子系統の解析により，各ドメインにおいて系統関係を反映した

分類が進められている。 

・胞子で繁殖するシダ植物を観察し，体のつくりなどを確認して

みよう。 

 

植物・藻類の世界 

菌類の世界 

動物の世界① 

動物の世界② 
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３ 評価の方法 

校内内規に基づき、定期考査、授業態度や発問評価、実験レポートや課題などの提出物により評価する。 


